
 本事業の目標は下記の2点です。なお、定量目標については、エ
ネルギーの地産地消率向上を目指すものとして、マスタープランに具
体的に示すものとします。 
① 楢葉町スマートコミュニティの構築 
② 住む人すべてが安心して健康に暮らす、先進モデルの町 

４．事業の目的（目指す地産地消型エネルギーシステムの姿） 

１）再生可能エネルギー発電事業 
２）需要家側エネルギーマネジメント事業 
３）ＣＥＭＳ事業（地域エネルギーマネジメント事業） 
４）生活交通のスマート化 
５）防災強化事業（蓄電池等） 
 

６．マスタープラン策定における検討事項 

楢葉町 ほか 民間事業者 

３．申請事業者 

１．補助事業の名称 楢葉町 スマートコミュニティ導入促進事業 

２．調査対象地域 福島県双葉郡楢葉町 コンパクトタウン 

５．事業の目標 

○事業の概要 

• 楢葉町では、復興計画に「安心できる生活環境の回復」、「生活
再建支援策の充実」、「住み良い魅力あるまちづくり」の3つを重
点施策に掲げ、まずはかつての原風景を取り戻すと共に、「新生な
らは」の創造を目指して、全町上げて取り組んでおります。 

• この取り組みの一つとして、国道6号線、中満・天神岬線を核とし
た、コンパクトタウンとしての新たな街並みの形成と一体的に再生
可能エネルギーとエネルギーマネジメントを活用したスマートコミュニ
ティ事業を展開し、住む人すべてが安心して健康に暮らす、先進
モデルの町を目指して、地震・津波被害と原子力災害を克服した
災害に強い、分散電源等を活用した持続可能な新しい楢葉の
礎をつくることを目指します。 

平成27年度スマートコミュニティ導入促進事業（Ⅰ．スマートコミュニティ・マスタープラン策定 
事業）の補助採択の概要 

平成27年12月17日 

７．スマートコミュニティ構築事業スケジュール（予定） 

○マスタープラン作成：平成27年12月～平成28年9月 
○スマートコミュニティ構築事業：採択後～平成32年9月 

図：事業対象地域の概要 


